
                             
 
 
 
 

 

 

 
                                                                              
 

【子どもたちが地域で過ごす時間について】 

 

フリースクール Little Baobabs  伊知地 悠 

 

  四街道市内で、学校に通っていない、または通えない時期の子どもたちが、地域の中で時間を過ごして

いる場があります。 

 

フリースクール Little Baobabs では、子どもたちがそれぞれの状況に応じて、無理のない形で日常を

過ごしています。 

 ここでは、決まった一日の流れや、必ず取り組まなければならない活動があるわけではありません。

個々のその日、その時の体調や気持ちによって勉強をする日もあれば、特に何もせず静かに過ごす日もあ

ります。話す子もいれば、同じ空間にいながら話さずに過ごす子もいます。その日の様子に合わせて、時

間が過ぎていきます。 

   

子どもたちは必ずしも、自分の気持ちや状況を言葉にできるとは限りません。説明や判断を求められる

前に、人の気配の中で同じ時間を過ごすことが、その子にとって落ち着いた時間になる場面もあります。

同じ場所にいること自体が、日常の一部になることもあります。 

  

日々の関わりの中で見えてくるのは、子どもと社会との関係にはさまざまな形があるということです。

学校に通う日常がある子どももいれば、別の形で地域の中と関わる時間を持つ子どももいます。その関係

のあり方は、固定されたものではなく、その時々で変わっていきます。 

  

また、子どもたちが人と関わるきっかけは、特別に用意された場面だけではありません。地域のお店で

あいさつを交わしたり、仕事の話を聞いたりといった何気ないやりとりが、その子の日常の一部になるこ

ともあります。こうした関係は、あらかじめ意図して生まれるというより、自然な流れの中で生じること

が多いように感じています。 

  

子どもたちと過ごす時間は、いつも同じようでいて、その日の状況や関わる人によって少しずつ異なり

ます。一つひとつの時間は短くても、振り返ると、その積み重ねが一期一会の連続であると感じられるこ

とがあります。 

 

 こうした時間が、地域の中に静かに存在していること。 

その事実を大切にしながら、日々の関わりを続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

◎「一期一会」は、市ホームページにも掲載してあります。青少年育成センターのページからご覧ください。 
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  市青少年補導委員連絡協議会は、通常市内５つの中学校区ごとに 

活動していますが、互いの地区の状況を共有することを目的に、年 

に２回「５学区合同パトロール」を実施しています。今年度第１回 

目として、１２月４日千代田中学校区で行いました。第２回目は、 

２月１８日四街道中学校区で実施する予定です。始めに、いくつか 

の方面に分かれ、地域の特徴を知るためにパトロールを行いました。 

その後、パトロールの感想やそれぞれの地域の課題等についての      【 合同パトロールの様子 】 

情報交換を行いました。                   

～街頭補導活動を通して～ 
 青少年育成センターでは、Ａ～Ｆまで６つの時間帯を設定し、 

補導委員の方々のご協力をいただき、月に１４回程度、補導活動を 

行っています。センター職員が一緒に活動に参加させていただく中 

で、いつも感じることは、常に子どもたちの目線に立ち、子どもた       寄 

ちの心に寄りそう姿勢、温かい口調で信頼関係を作っていく補導委                    

員さんの姿が、「本当に素晴らしいなあ」と思って見ていました。      【 情報交換会の様子 】 

 そのような成果からか四街道市の子どもたちは、本当に素直で、声かけ活動を行っても嫌な顔をすることもな

く、笑顔で答えてくれます。いつも気持ち良く、声かけ活動が行われているのも、補導委員さんの子どもたちを

温かく見守る姿勢の賜物であると思っています。 

 また活動の中には、環境浄化活動があります。トングとビニール袋を持ち、道を歩いていると、道の端や花壇

の植え込みの中にタバコのポイ捨てによる吸い殻が目立ちます。食べ歩いて捨てたのか、お菓子の袋がそのまま

捨ててあることもあります。スポーツイベントにおいても、試合後に美化活動を行う日本人のマナーの良さなど

が世界的にも評価されています。今後も「きれいで、ごみのない街、四街道市」を目指し、環境浄化活動の輪を

広げていき、一人一人の環境美化に対する意識を高めていきたいと考えています。 

『一年の計は元旦にあり』 
 人は、生きていく中で人生の転機と為り得るいくつかの節目を迎えます。                

その節目、節目をどのように良き方向に舵を切っていくのか、最も大切なの               

が「目標を持つ」ことだと考えます。                                 

大谷翔平選手が高校時代に活用していた「目標達成シート」はよく知られて               

いますが、１日１日をただ過ごすのではなく、自分なりに目標を持ち、それを                

達成するために行動できた時、人は大きく成長し、変化するものです。目標は                

一人一人それぞれの興味・関心や特性によっても違います。まずは、「自分で               

考え、目標を設定」できるかどうかが大切です。 

目標を立てる上で年初めの１月は、とても重要な節目です。人は、誰しも新               

しい年を迎える時、昨年までの自分を振り返り、今年は新たに「これを頑張り               

たい」、「こんな自分になりたい」と考えます。その目標を継続的に努力できる               

かどうかは、子どもたち一人一人の意志の強さも大切ですが、周りの大人たちのサポートが非常に重要になって

きます。子どもたちの話に誠意をもって耳を傾け、その気持ちを尊重しながら、心に寄り添い、共に努力してい

こうとする姿勢が、子どもたちの信頼や安心感を生むものだと思います。自動車もエンジンをかけ、動き出す時

に一番多くのガソリンを必要とします。良きスタートが切れるよう、皆で支援、協力をしていきましょう。 

 

○１２月の相談活動 [ ６１件 ]               〇１２月の不審者情報 

電 話  ３０ 来 所  ３０ 訪問等  １ 

 

〇２月の街頭補導予定（１３回） 

２日（月）Ａ ４日（水）Ｄ ５日（木）Ｅ ９日(月)  Ｄ 10 日(火) Ｂ 12 日(木) Ｃ 13 日(金) Ｅ 

16 日(月) Ｃ 17 日(火) Ｅ 19 日(木) Ｄ 24 日(火) Ｄ 25 日(水) Ｅ 27 日(金) Ｂ  

A 7:30-8:30   B 10:00-11:00    C 14:30-15:30    D 16:30-17:30    E 17:30-18:30   

１２月の不審者情報はありません。年始め

の見守り活動も宜しくお願いいたします。 
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